	(様式2-1)
	
	

	教育活動一覧

	教育実績

	期　間
	内　　　容　
	時間/年

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	



	
(様式2-1)
	
	

	教育活動一覧（記入例）

	教育実績

	期　間
	内　　　容　
	時間/年

	2010.4 – 現在
	○○大学大学院講義　○○学研究科修士課程（○○学）
	3

	2012.4 – 現在
	○○大学大学院講義　○○学研究科博士課程（○○学）
	1.5

	
	
	　

	2008.4 – 2011.3
	○○大学非常勤講師・大学院講義
	4

	
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	　
	　
	

	






	
(様式2-2)

	臨床実績

	　１. 専門医等の資格について取得年月日および認定番号とともに記載して下さい







２．心臓血管外科医としての実績について記載して下さい。応募時点で執刀医として手術を行っておりかつ指導医としての実績があることを選考において重視いたしますので、その点に必ず触れてください。手術実績については別表に一覧を作成して下さい。




































(様式2-2別表)
手術症例数　カッコ内は2020年1月から2024年12月までの5年間の症例. 
	
	執刀医
	指導助手

	院内死亡率
（2020年1月以降）
	術後合併症発症率
（2020年1月以降）（注１）
	術後平均在院日数（2020年1月以降）
	備考
(注２)

	大動脈弁置換術
	XX例　（YY例）
	XX例　（YY例）
	
	
	
	

	大動脈弁形成術
	
	
	
	
	
	

	僧帽弁置換術
	
	
	
	
	
	

	僧帽弁形成術
	
	
	
	
	
	

	三尖弁置換あるいは形成術（単独）
	
	
	
	
	
	

	CABG単独（off　pump）
	
	
	
	
	
	

	CABG単独（on pump）
	
	
	
	
	
	

	CABG+大動脈弁置換術
	
	
	
	
	
	

	CABG+僧帽弁形成術
	
	
	
	
	
	

	CABG+左室形成術
	
	
	
	
	
	

	単独左室形成術
	
	
	
	
	
	

	急性心筋梗塞に合併する心室中隔穿孔根治術
	
	
	
	
	
	

	感染性心内膜炎に伴う大動脈弁・僧帽弁手術
	
	
	
	
	
	

	腹部大動脈瘤人工血管置換術
	
	
	
	
	
	

	胸腹大動脈瘤人工血管置換術
	
	
	
	
	
	

	胸部下行大動脈人工血管置換術
（動脈解離を含む）
	
	
	
	
	
	

	上行大動脈瘤人工血管置換術 
（動脈解離を含む）
	
	
	
	
	
	

	弓部大動脈人工血管置換術
（動脈解離を含む）
	
	
	
	
	
	

	末梢動脈疾患に対するバイパス手術
	
	
	
	
	
	

	腹部大動脈ステントグラフト挿入術
	
	
	
	
	
	

	胸部大動脈ステントグラフト挿入術
	
	
	
	
	
	

	弓部大動脈瘤ステントグラフト挿入術
	
	
	
	
	
	

	Bentall 手術
	
	
	
	
	
	

	自己弁温存大動脈基部置換術David 
手術あるいはYacoub手術
	
	
	
	
	
	

	心室中隔欠損根治術
	
	
	
	
	
	

	心房中隔欠損根治術
	
	
	
	
	
	

	動脈管開存根治術
	
	
	
	
	
	

	肺動脈絞扼術
	
	
	
	
	
	

	肺動脈シャント手術
	
	
	
	
	
	

	複雑心奇形を含む他の小児心臓手術 (注３)
	
	
	
	
	
	

	TAVI TA
	
	
	
	
	
	

	TAVI TF
	
	
	
	
	
	









CABG冠動脈バイパス手術、TAVI : 経カテーテル大動脈弁留置術TAVI （TA：経心尖、TF：経大腿動脈）はハートチームとして経験した症例数を記載する。
術式が複数にまたがる場合には、最も主たる術式を選択すること。1症例を複数に数えてはいけない。

注1) Clavien-Dindo分類 version 2.0もしくはCommon Terminology Criteria for Adverse Events (CTCAE) version 5.0.のGrade 3以上の発症率を記載する。

注２）それぞれの項目に特記事項がある場合には備考欄に番号①から順に番号を振り、対応事項を下記に記載すること。ページを増やしてもよい。MICS: minimally invasive cardiac surgeryについても記載してください。
　　








注３)　複雑心奇形の手術の詳細は下記に記載する。






	(様式2-3)
	
	
	
	

	研究助成一覧

	研 究 助 成

	研究課題名
	助成年
	種別
	代表・分担
	金額(万円)

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	(紙面の足りない場合には、この様式を次ページに引き延ばして作成してください。)



	
(様式2-3)
	
	
	
	

	研究助成一覧（記入例）

	研 究 助 成

	研究課題名
	助成年
	種別
	代表・分担
	金額(万円)

	　○○に関する研究
	2013-2014
	基盤C
	代表
	全体480

	　科学研究費補助金
	
	
	
	本人350

	　
	
	
	
	

	　○△×の解明
	2013-2017
	
	分担
	3000

	　厚生労働科学研究費補助金
	
	
	
	

	　
	
	
	
	

	　××に関する研究
	2014-2016
	基盤B
	分担
	1200

	　科学研究費補助金
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	　○△に関する研究
	2015-2017
	基盤B
	代表
	全体1300

	　科学研究費補助金
	
	
	
	本人1000

	　
	
	
	
	

	　○○○に関する研究
	2015-2017
	
	代表
	全体2400

	　厚生労働省：がん研究助成金
	
	
	
	本人1000

	　
	
	
	
	

	　△△に関する研究
	2025
	
	代表
	500

	　□□財団
	（内定）
	
	
	

	　
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	　
	
	
	
	

	　
	
	
	
	

	　
	
	
	
	

	　
	
	
	
	

	　
	
	
	
	

	　
	
	
	
	

	　
	
	
	
	

	　
	
	
	
	

	　
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	　
	
	
	
	

	(紙面の足りない場合には、この様式を次ページに引き延ばして作成してください。)



	
(様式2-4)

	特許等一覧

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	

	

	

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	　

	(紙面の足りない場合には、この様式を次ページに引き延ばして作成してください。)




(様式3-1)

[bookmark: _Hlk18758697]１. 原著 PubMed記載論文のみPubMed IDと伴に英文・和文の順に記載、かつ出版年度の旧い順に記載すること。症例報告を含めても良い。PubMed掲載論文以外はその他に記載すること。




(様式3-2)

2. 著書　出版年度の旧い順に記載すること。



(様式3-3)

3. 総説　出版年度の旧い順に記載すること。



(様式3-4)

4. その他　出版年度の旧い順に記載すること。



(様式3-5)

5. 学会発表　国際学会、国内学会に分けて発表年度の旧い順に記載すること。



(様式3-6)

6. 社会貢献




(様式3-7)

7. 大学（学部）運営




(様式5)

別刷論文の要旨　（本文は１００字程度で）












(様式6)

抱負・将来構想（全体を3,000字以内で記載して下さい）

[bookmark: _Hlk19036877]　1　心臓血管外科分野の将来構想を後進育成の視点を含めて述べて下さい。国内のどのレベルの心臓血管外科教室を目指すのかを実現性とともに明確にお示しください。


　2　ご自身の専門以外の心臓血管外科疾患の対応について。具体的な戦略とビジョンを提示すること。（例えば成人心臓血管外科疾患専門であれば小児心臓血管外科疾患について）


[bookmark: _Hlk19036943]　3　目指す研究の方向性をお示しください。










